
地域おこし協力隊活動報告書

１.知覧武家屋敷コットンファームの活動
春が来た！
暖かかったり寒かったり今年は気候が不安定ではあります
が、ファームに植えた水仙の花がきれいに咲き始め、ハナモモ
のつぼみも膨らみ、種まきに備えて畑を耕してふと足元を見る
と蓼藍も芽を出しはじめました。季節は着々と春を迎えてい
ます。

2 月の糸紡ぎワークショップ
●外部イベントに出店
フラワーパークかごしまでおこなわれた「お花見マルシェ」に 2 月 7 日、14 日の 2
日間出展させていただきました。目的は来場者への知覧武家屋敷コットンファーム
の紹介と綿くり（収穫した棉から種を取り出す作業）のワークショップを行い和綿
に興味をもってもらう事です。当日は 2 月にもかかわらずぽかぽか陽気で園内の河
津桜が満開でご家族連れなどたくさんのお客さまで賑わっておりワークショップにも小
さなお子様から年配の方まで参加して頂きました。全く初めての場所でどのような
反応を得られるか心配でしたが、特に小さな子供が反応してくれて初めて見る糸
車や綿繰り機に興味津々の様子でした。今は中々遠方から観光に来てもらうこと
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が難しい時期ですので、このような活動を通して近郊の方にも武家屋敷に足を運
んでもらえるような呼びかけをしていきたいと思います。

●モニターツアー受入
「知覧武家屋敷で和綿の糸紡ぎ体験」のモニターツアーの受け入れを知覧武
家屋敷西郷邸で行いました。コットンファームを作って 2 年が経ち和綿の栽培、
糸紡ぎ、機織りとこれまで準備してきたことがようやく体験の場としてお客様の受け
入れという形に出来た事がうれしく思うと同時にまだまだ満足して頂くために課題が
たくさんあるという事が解り大変勉強になりました。これまでも体験の受け入れを行
って来て思う事は毎回が一期一会で様ざまなお客様がお見えになります。そこで
私が伝えたいのは技術とか情報ではなく、今まで知らなかった事を見たり手を動か
したりして自分でも「できた」という小さな小さな感動を味わってもらう事です。そして
そのことが日々の生活の想像力の源になってくれたら嬉しいです。
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鹿児島県公式観光ガ イドブックに掲載して頂き
ました
昨年鹿児島県観光 連盟「魅力発掘プロジェク
ト」というコンテストの体 験部門で入賞し、知覧武
家屋敷で和綿の糸紡 ぎ体験が鹿児島県公式
ガイドブックに掲載されま した。実際に取材に来てい
ただいた方が記事を書 いて下さったのですが写真
の見せ方、文章など私が普段案内する内容とは違った目線で紹介して頂いて自
分がお客さんだったらこれを読んで参加してみたいと思うだろうなと感じました。写真
も実物よりだいぶ良く写っているのでこちらを見て来て下さった方の期待を裏切らな
いように頑張りたいと思います。コンビニ、書店などで発売されますので是非お手に
取って頂けたらと思います。

２.その他の活動
●地域おこし協力隊活動報告会
2 月 17 日（水）「お客様と一緒に楽しむ地域も喜ぶ「観光」とは？～今自
分たちが出来ることを考える～」というテーマでの南九州市地域おこし協力隊の活
動報告会がオンラインで行われました。当日は南九州市内だけでなく県内外の方
を含め 90 人近くの方にご視聴頂き本当にありがとうございました。発表するにあた
りこれまでの自分活動を振り返ってみて、現在の南九州市の地域おこし協力隊の
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中で一番長く活動をしておりコロナ流行以前と以後を任期中に経験しています。
その事によって活動が計画通りにはいかずそれでも任期は刻一刻と過ぎて行きどう
したらいいのか悩んだ時期もありました。それでもいつも周りの方に助けて頂いて活
動を続けることが出来たのだと改めて実感しました。また報告会終了後に視聴し
て活動に興味を持って下さった方から直接感想を頂けたりと嬉しい事もありまし
た。最初は長いと感じた 3 年の任期ですが気が付けば 2 年半が過ぎ、今は焦る
気持ちよりもこれからまたどんな人との出会いがあってどんな広がりが出来ていくのか
楽しみが大きいです。


